
① 多様なサービスを実現する光伝達機能配備 	


平成26年度「大規模フラットネットワーク制御技術の研究開発」の研究開発目標・成果と今後の研究計画	


２．研究開発の目標	
  
　20-­‐30年後までを見据えた将来に予測される２桁から３桁のトラフィック増並びにクラウドコンピューティングやSDNの進展によりもたらされるダイナミックなトラフィック
変動に適応できるネットワークアーキテクチャとその制御手法を明らかにする。 	


３．研究開発の成果	


② サービス適応ネットワーク制御技術 	


１．実施機関・研究開発期間・研究開発予算	
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◆実施機関　国立大学法人名古屋大学 	
  
◆研究開発期間　平成２６年度から平成３０年度（５年間）	
  
◆研究開発予算　総額８８．７百万円（平成２６年度　２０百万円）	


Grouped Routingを用いることにより，従来のノード構成をよりシンプル化可能で、ノードの
WSSによるエンド−エンドの帯域狭窄化の影響を大幅に緩和できることを数値実験により
実証．例えば，パンユーロピアンネットワークにおいてWSSの最大通過段数を 1/5，BT
ネットワークにおいて 1/8 に削減可能なことを実証した．	


波長群またはGRE 
(Grouped Routing 
Entity) をベースにす
る新たなネットワーク
の利用	


GRE：ルー
ティングに関
して論理的に
定義，始端・
終端処理は
行わない，閉
ループを形成
可能	


波長群またはGREの導入により光ファイバ周波数利用効率の大幅な向上，ノード
のWSSフィルタ性能要件の緩和，トランスペアレントネットワーク領域の拡大を可
能とする新たなネットワーク制御技術の開発	


Grouped Routingをベースとしたネットワーク制御技術の開発により，光ファイ
バの周波数利用効率を20-40 % 程度向上できることを実証した．	


トラフィック量とGRE幅による
周波数利用効率改善効果	




１．佐藤，“キャリア／データコムの環境変化と将来に向けた光ネットワーキング技術，”平成26年度　光ネットワーク産業・技術研究会　第４回公開討論
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　４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）　	


　　（１）受賞　	


　　（２）学会招待講演	


平成26年度電子情報通信学会フォトニックネットワーク研究会　若手研究賞受賞：寺田佑貴，「Grouped Routingによるファイバ周波数利用効率の向上」， 
2014年6月26日，香川大学 
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国内出願	
 外国出願	
 研究論文	
 その他研究発表	

プレスリリース	


報道	

展示会	
 標準化提案	


大規模フラットネット
ワーク制御技術に	

関する研究開発	
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※成果数は累計件数、（　）内は当該年度の件数です。	


　５．今後の研究開発計画	
  

•  多様なサービスを実現する光伝達機能配備に関して，ネットワークを効率的に構築する上でノードのスイッチ速度として比較的低速で良い部分と、
高速が必要となる部分が有る。これらの実装に関してシームレスに帯域が可変できるLCOS (Liquid Crystal on Silicon)ベースのスイッチ、或は、
波長群パスの実装にフォーカスした各種光部品（例えばCyclic AWGなど）が利用可能である。利用が想定されるデバイスに関する光伝達特性の
評価を行ない、大規模ネットワークへの適用可能性を評価する。	


•   サービス適応ネットワーク制御技術に関してはフラットな物理網上で，サービス条件に応じた論理構成を実現するための効率的な制御手法を開発

する．特に高速スイッチドサービスに関しては，中継ノードでのトンネル化或は中継部コアネットワークのトンネル化が重要である。エンド-エンドを接
続する未使用の波長を検索し、高速に設定するトンネル化ダイナミック波長ルーティング技術を開発する。昨年度に検討を進めたコネクション設定
制御基盤技術の開発を進展させ、効率的な制御が可能となるネットワーク設計法の指針を得る。	



